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第 5 章では、種々の金属学的な評価試験を行うことにより、高出力ナノ秒パルスレーザの照射が材料 (SUS304)
に対して悪影響を与えないことを確認した。また、原子炉内の環境を模擬した応力腐食割れ (SCC) の加速試験を行っ
た。その結果、レーザ照射による残留応力の改善により SCC の発生を防止できることを確認した。

















(4) レーザピーニング処理を受けたステンレス鋼の組織観察、応力腐食割れ (SCC) 加速試験および He 注入材を用い
た試験を行い、レーザピーニングが材料に悪影響を与えることなく scc 発生を未然に防止できること、また中性
子照射材への適用も可能であることを明らかにしている O





寄与するところが大き L 、。よって、本論文は博士論文として価値有るものと認める o
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